
 

与
板
河
川
緑
地
た
ち
ば
な
公
園 

 
「こんにちは！さあ、握手。」   

満開の桜の下では、笑顔で挨拶を交わすケアハウス「サンホーム」（三条市）の皆さんや地元の園児ら 

の姿が。こんな微笑ましい出会いも、桜がくれたプレゼントの一つですね。 

見ごたえたっぷりの約３８０本の桜並木に、ぼんぼりが風情を添えるたちばな公園。６月下旬には花菖 

   蒲も開花の見込みです。あなたのお散歩コースにぜひ加えてくださいね。（4 月 24 日） 



 

与板幼稚園年長児 9 名が「チビッ子

指導隊」に扮し、元気いっぱいに交通

安全を呼びかけました。（4 月 13 日）

↑城山山頂で、愛の風船をプレゼント 

 天地人の挿絵画家・中村麻美さんから絵画

「おせんの方」３０号が寄贈され、記念セレモニ

ーが開催されました。中村さんの手により除幕

され、「おせんの方」が初めてお目見えすると、

作品の華やかな雰囲気に感嘆の声が上がりま

した。皆さんもぜひご覧においでください。 

（4月29日）

（
４
月
14
日
、
15
日
） 

翌
日
に
は
、
青
空
の
下
、
大
勢
の
登

山
者
が
地
域
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
。

満
開
を
迎
え
た
か
た
く
り
の
花
や
、

見
下
ろ
す
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

山
道
を
ゆ
っ
た
り
と
歩
き
、
春
の
空
気

を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 

登
山
者
の
１
年
の
安
全
を
祈
願
す

る
城
山
山
開
き
が
与
板
観
光
協
会
の

主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 
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ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

日
時
＝
５
月
24
日
（
木
）午
後
７
時 

会
場
＝
与
板
支
所
３
階
大
会
議
室 

議
題
＝
平
成
24
年
度
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
補
助
金
の
交
付
団
体
決
定

に
つ
い
て 

【
問
】
地
域
振
興
課
地
域
振
興
・
防
災

係

７
２
・
３
１
０
１ 

今
年
も
６
月
中
旬
頃
か
ら
柳
之
町

地
内
の
千
体
川
に
ホ
タ
ル
が
舞
い
始

め
、
下
旬
頃
ま
で
観
賞
で
き
ま
す
。 

川
辺
に
立
つ
灯
籠
の
光
と
ホ
タ
ル
の

放
つ
青
白
い
光
の
神
秘
的
な
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
観
賞
く

だ
さ
い
。 

◆
鑑
賞
祭
り
「
ホ
タ
ル
の
夕
べ
」 

日
時
＝
６
月
23
日
（
土
） 

午
後
７
時
～
９
時 

会
場
＝
柳
之
町
地
内 

天
地
人
通
り
「
兼
続
門
」
付
近 

平
成
24
年
度
第
１
回 

与
板
地
域
委
員
会
を
開
催

し
ま
す 

観
賞
ま
つ
り
「ホ
タ
ル
の
夕
べ
」 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
、
在

宅
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
実

施
し
て
い
る
安
心
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
対

象
を
、
市
民
税
課
税
の
方
に
も
拡
大

し
ま
し
た
。 

条
件
＝
75
歳
以
上
で
介
護
認
定
の

要
介
護
１
～
５
の
認
定
を
受
け
て
お

ら
ず
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方 

利
用
料
金
（月
額
）＝
①
非
課
税
の
方 

  

体
育
館
の
７
・
８
・
９
月
分
の
利
用
に

つ
い
て
の
調
整
会
を
行
い
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
団
体
の
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

日
時
＝
６
月
11
日
（
月
）午
後
８
時 

会
場
＝
与
板
体
育
館
第
１
会
議
室 

対
象
＝
与
板
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体 

【
問
】地
域
振
興
課
教
育
支
援
係 

７
２
・
３
１
０
２ 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
調
整
会 

在
宅
高
齢
者
の
安
心
連
絡

シ
ス
テ
ム
の
対
象
者
を
拡
大

し
ま
し
た 

【
問
】与
板
町
ほ
た
る
を
守
る
会 

石
黒
淳
一
さ
ん

７
２
・
２
３
３
２ 

ア
オ
ー
レ
長
岡
な
ど
中
心
市
街
地

への
お
出
か
け
や
お
買
物
に
は
、
公
共

 

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
始
め
ま
し
た 

中
心
市
街
地
へ
の
お
で
か
け
に

は
バ
ス
が
便
利
！ 

春
に
な
り
、
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
天
地
人
通
り
や
観
光
施
設
な
ど

を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
な
が
ら
巡
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。 

受
付
場
所
＝
ま
ち
の
駅
「
よ
い
た
」
、

兼
続
お
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

貸
出
期
間
＝
11
月
30
日
ま
で 

貸
出
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

利
用
料
金
＝
無
料 

（
※
台
数
に
限
り
あ
り
） 

【
問
】
産
業
建
設
課
商
工 

観
光
係

７
２
・
３
２
０
１ 

５
０
０
円
、
②
課
税
の
方
１
、
５
０
０
円 

【
問
】長
寿
は
つ
ら
つ
課

３
９
・
２
２ 

６
８
、
与
板
支
所
市
民
生
活
課
福 

祉
係

７
２
・
３
１
９
０ 

※
障
害
者
の
安
心
連
絡
シ
ス
テ
ム
の

対
象
者
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

●
３
回
分
お
得
「
お
買
い
物
バ
ス
券
」 

販
売
券
種
＝ 

１
２
０
円
券
（
１
、
２
０

０
円
）
～
２
３
０
円
券
（
２
、
３
０
０
円
）

（
10
円
刻
み
） 

各
13
枚
綴
り 

ご
利
用
時
間
＝ 

月
曜
日
～
金
曜
日

は
降
車
時
（
精
算
時
）
が
午
前
10
時

～
午
後
４
時
、
土
曜
日
・
休
日
は
終

日
利
用
可
能

交
通
（
バ
ス
）が
と
て
も
便
利
で
す
。
お 

得
な
回
数
券
の
ほ
か
、
加
盟
店
で
の
お

買
い
物
で
バ
ス
回
数
券
を
進
呈
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

●
加
盟
店
で
の
２
、
０
０
０
円
以
上
の

お
買
物
で
１
７
０
円
の
バ
ス
回
数
券
を

進
呈 

加
盟
商
店
街
＝
大
手
通
り
商
店
街
、

ス
ズ
ラ
ン
商
店
街
、
東
坂
之
上
１
丁
目

商
店
街
、
殿
町
商
店
街
、
駅
前
商
店

街
、
長
岡
新
天
街
連
盟
、
駅
東
口
台

町
商
店
会
、
銀
座
商
店
街
（
シ
ョ
ッ
プ

イ
ン
大
手
）

３ 与板支所だより 平成 24 年 5 月号 



 

1 金 ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 

2 土  

3 日  

4 月  

5 火
特定健診（9日まで）（与板体育館） 

ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 

6 水  

7 木  

8 金
越後長岡 与板ゆかりの日本画展（～17 日） 

（アオーレ長岡 3階 市民交流ホールＢ・Ｃ） 

9 土 子ども会「料理教室」（与板勤労青少年ホーム）

10 日 子育てフェスタ（保育園） 

11 月 行政相談（与板支所 2階男子厚生室） 

12 火
ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 

米百俵号巡回（幼稚園） 

13 水  

14 木  

15 金 ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 

16 土

越後長岡 与板ゆかりの日本画展トークイベント

（アオーレ長岡 1階 市民交流ホールＡ） 

まるごと与板（アオーレ長岡ナカドマ） 

幼稚園親子運動会（与板体育館） 

17 日  

18 月
大矢紀画伯絵画教室（午前：小学校） 

         （午後：中学校） 

19 火
ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 

ウィルながおか出前相談室（与板保健センター）

20 水  

21 木  

22 金 ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 

23 土
子宮がん・乳がん検診（与板体育館） 

講演会「お医者さんのお話会」（保育園乳児棟）

24 日  

25 月 西本願寺新潟別院お取越し（～27 日） 

26 火 ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 

27 水
1 歳 6 ヵ月児健診（三島保健センター） 

誕生会（幼稚園） 

28 木  

29 金
米百俵号巡回（幼稚園） 

ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 

30 土  

第 13 回目は… 

三觜
み は し

 トシさん 

（堂前中島町） 

長きにわたり、仕事に

福祉に走り続けたトシさ

んは、まさに「元祖キャ

リアウーマン」！知性が

光るカッコいい 83 歳。 

 かつて27年間務めた民生委員を「大変

だけど、苦ではなかった」と振り返るトシさん。 

「家族のない人が入院すれば付き添い、夫婦喧嘩

の仲裁に呼ばれたら夜でも行ったよ。仕事がなくて

自立できない人には職探しもした。そういう世話

好きが私の性分なのかもね。」 

人のためにそこまで尽くせるなんて、頭が下がりま

す。ご自身の仕事や家庭だって忙しかったのでは？ 

「ず～っと忙しかったね。昭和 20 年、東京大空襲の

後与板に戻り、東京の女学校で簿記をやっていた

おかげで事務職に就けたの。当時、社会保険制度

のある会社に入れたのは運が良かったね。それから

ずっと仕事、孫守り、民生委員…何とかやってきた。

でも全部、できたからしただけ。私には、『がん

ばった』 という言葉はあてはまらないんだよ。」 

 怒ったり愚痴ったりすることはないのですか？ 

「タネがないもの。心遣い、心回しでできるこ

とはすればいい。ただ、自分でできない心

配はしない。人に要求しないってこと。」 

 なるほど～。トシさんはその平らな心でたくさんの

人を助けてこられたのですね。豊富な社会経験と

思いやりあふれるトシさんは、与板の宝物★ 
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平成 24 年 5月 15 日発行（第 68 号） 

与板地域の人口（H24.５.1 現在） ※（ ）前月比

世帯数 人口 男 女 

2,162 世帯
（＋5） 

6,862 人 
（＋3） 

3,367 人 
（＋5） 

3,495 人
（－2）

 

■ ５月の納期限は５月３１日（木） 

軽自動車税全期、介護保険料２期 


